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審 査 結 果 の 要 旨 
中心性漿液性脈絡網膜症 （central serous chorioretinopathy: CSC）は 30~50 歳の男性に好発
する, 黄斑部に境界鮮明な円形もしくは楕円形の漿液性網膜剥離をきたす疾患である. 病態は主に
画像解析研究の結果から, 脈絡膜血管異常が疾患の 1 次的原因であると考えられている. 近年, 脈




申請者は, 脈絡膜血管異常の分子病態の解明を目的として, CSC を急性 CSC, 慢性 CSC および
脈絡膜新生血管を伴う CSC = pachychoroid neovasculopathy（PNV）の 3 群に分類, 3 群間のサ
イトカインプロファイルの分子動態を患者の前房水を用いて解析, また脈絡膜画像解析からの形態
異常情報と照合した. 対象は急性 CSC18 例, 慢性 CSC20 例, PNV19 例. 前房水サイトカイン濃度
は Bio-Plex マルチプレックスシステムを用いて 30 種目を網羅的に測定, 3 群間のサイトカイン濃
度の比較, サイトカイン間の相関および脈絡膜血管異常所見（脈絡膜血管透過性亢進領域, 脈絡膜
各層厚）との関連について検討した. その結果, 特に注目すべきは, 慢性 CSC では血管新生に関連
する VEGF-A と PlGF (r=0.75, P<0.001), IL-6 と VEGF-A (r=0.74, P<0.001),  IL-6 と PlGF 
（r = 0.52, P = 0.018）に高相関を認めたが, 脈絡膜新生血管を有する PNV では VEGF-A と
PlGF (r=0.57, P=0.010) に相関を認める以外, 血管新生に関連するサイトカイン間の相関は慢性
CSC と比較して乏しかったこと. 次にサイトカインと脈絡膜画像解析との照合において, 慢性
CSC では脈絡膜血管透過性亢進領域と IL-6 (r=0.56, P=0.011) および VEGF-A (r=0.45, P=0.048)
に相関を認め、さらに脈絡膜肥厚においても IL-6 (r=0.53, P=0.015) および VEGF-A (r=0.47, 
P=0.038)に相関を認めたが, PNV では脈絡膜異常所見と相関を認めたサイトカインは認めなかっ
たことである. これらの結果から血管新生サイトカインの関与と共に, 脈絡膜血管透過性亢進領域、
脈絡膜肥厚、脈絡膜大血管層厚により表された脈絡膜血管異常の増加は, 慢性 CSC が異常な血管
新生過程を特徴とする病態であることを示唆する. また PNV における脈絡膜血管異常はサイトカ
インとの関連を全く示さなかったことから, PNV はこの疾患のエンドステージである可能性が考
えられた. 
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